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渡
辺
俊
彦

緊急避難場所に指定された道の駅

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

玉
村
町
の
安
全
安
心
の
町
づ

く
り
に
つ
い
て
、
指
定
緊
急

避
難
場
所
は
災
害
時
に
対
応
可
能
か
。

　ま
た
、
道
の
駅 

玉
村
宿
の
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
指
定
と
防
災
拠
点
と

し
て
の
考
え
を
伺
う
。

答

弁

町
長

　道
の
駅 

玉
村
宿
を

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定

し
、
全
部
で
27
ヵ
所
と
な
っ
た
。
27

の
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
管
理
者
と

の
連
携
を
密
に
し
、
災
害
時
に
お
い

て
実
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
今
後
と

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　道
の
駅 
玉
村
宿
の
防
災
拠
点
に
つ

い
て
は
、
24
時
間
対
応
で
き
る
ト
イ

レ
が
あ
り
、
建
物
は
災
害
発
生
時
に

は
受
援
の
場
所
と
し
て
、
救
援
物
資

の
保
管
等
に
使
用
し
た
い
。
防
災
ヘ

リ
の
離
発
着
は
街
灯
等
が
あ
り
、
現

在
は
使
用
は
無
理
。
将
来
は
用
地
の

拡
幅
も
考
え
、
防
災
の
拠
点
と
し
て

充
実
さ
せ
た
い
。

質

問

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
遭
わ

な
い
た
め
の
安
全
教
育
は
、

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答

弁

教
育
長

　学
校
安
全
計
画
を

策
定
し
、
安
全
教
育
を
推
進

し
て
い
る
。

　１
つ
目
に
防
犯
標
語
「
い
か
の
お

す
し
」（
行
か
な
い
・
乗
ら
な
い
・
大

声
で
叫
ぶ
・
す
ぐ
逃
げ
る
・
知
ら
せ

る
）
の
徹
底
指
導
、
２
つ
目
に
、「
日

没
前
に
帰
る
」「
登
下
校
は
複
数
で
」

「
帰
宅
後
１ 

人
で
外
出
し
な
い
」、
３

つ
目
は
、
地
形
や
時
間
帯
等
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
「
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
」

に
ま
と
め
、
危
険
回
避
能
力
の
向
上

を
図
る
。
４
つ
目
に
、「
防
犯
ブ
ザ
ー
」

を
携
行
さ
せ
、「
交
番
」
や
「
子
ど
も

安
全
協
力
の
家
」
な
ど
、
逃
げ
込
む

場
所
の
確
認
を
し
て
お
く
。

　地
域
で
の
防
犯
活
動
と
し
て
、
安

全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
・
交

通
指
導
員
25
名
の
交
通
指
導
・
地
域

の
方
々
の
見
守
り
活
動
・
緊
急
連
絡

シ
ス
テ
ム
等
、
安
全
確
保
に
努
め
て

い
る
。

質

問

町
の
公
共
施
設
の
小
規
模
改

修
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い

て
伺
う
。

答

弁

町
長

　消
防
設
備
点
検
な
ど

法
定
点
検
の
ほ
か
に
保
守
・

点
検
等
、
自
主
点
検
・
管
理
を
実
施

し
て
修
繕
を
行
い
、
利
用
者
の
安
全
・

利
便
性
の
確
保
・
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
。

質

問

文
化
セ
ン
タ
ー
の
和
式
ト
イ

レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
変
え
る

工
事
を
望
む
が
。

答

弁

生
涯
学
習
課
長

　町
と
し
て

で
き
る
だ
け
和
式
か
ら
洋
式

に
変
え
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

た
い
。

 町長

用地の拡幅も考え
防災拠点として充実させたい

道の駅　玉村宿を災害時の
防災拠点に

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
道
の
駅 

玉
村
宿
の
運
営
状
況
と
今
後
の

見
通
し
と
営
業
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
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三
友
美
惠
子

道の駅　玉村宿から望む田園風景

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

町
の
景
観
行
政
の
取
り
組
み

は
。

答

弁

町
長

　地
域
の
緑
化
活
動

や
、自
然
（
岩
倉
水
辺
の
森
）

や
歴
史
的
景
観
等
（
赤
煉
瓦
倉
庫
・

酒
蔵
・
玉
村
八
幡
宮
等
）
の
保
全
と

活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年

度
よ
り
、
東
毛
広
域
幹
線
道
路
未
利

用
地
に「 

河
津
桜
」を
植
栽
し
て
い
る
。

玉
村
町
の
名
所
と
な
る
よ
う
良
好
な

沿
道
景
観
の
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

質

問

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
交
通
量

の
多
く
な
る
東
毛
広
域
幹
線

道
路
沿
線
に
、
看
板
が
乱
立
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
「
麦
秋
」

の
景
観
の
破
壊
が
懸
念
さ
れ
る
。「
麦

秋
」
の
景
観
を
守
る
た
め
に
も
、
景

観
行
政
団
体
へ
の
移
行
と
、
景
観
条

例
の
制
定
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

弁

町
長

　今
年
度
、
総
合
計
画

後
期
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
町
民
へ
の
意
識
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
行
政
団
体
へ
の
移
行
や
、

景
観
計
画
策
定
へ
の
着
手
準
備
を
す

る
。
ま
た
「
麦
秋
の
里
」
を
守
る
と

い
う
課
題
も
あ
る
の
で
、
景
観
行
政

を
進
め
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
屋
外
広

告
物
規
制
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

質

問

道
の
駅 

玉
村
宿
の
目
的
は
。

答

弁

町
長

　道
路
休
憩
施
設
で
あ

り
、
防
災
の
拠
点
で
あ
る
。

立
ち
寄
っ
て
、
農
産
物
な
ど
を
買
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
産
業
振
興
に

つ
な
げ
、
玉
村
町
の
情
報
発
信
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
。

質

問

農
産
物
が
、
午
後
４
時
ご
ろ

に
な
る
と
な
く
な
っ
て
し
ま

う
が
、
対
策
は
。

答

弁

町
長

　道
の
駅 

玉
村
宿
は
、

ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
３
ヵ
月

で
あ
る
た
め
、
手
探
り
状
態
で
あ
る
。

質

問

今
後
の
道
の
駅 

玉
村
宿
の

展
開
は
。

答

弁

町
長

　敷
地
が
広
げ
ら
れ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
が
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

　ま
た
、
情
報
発
信
し
て
ま
ち
に
人

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
ま
ち
の
中

に
魅
力
あ
る
空
間
が
展
開
し
て
い
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
例
幣
使
道
の

ま
ち
な
み
を
生
か
し
、
魅
力
あ
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
。

 町長

今後、景観行政を積極的に
進めながら準備を考える

景観条例策定に向けて
準備は進んでいるか




